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研究成果名：Ｖ溝直播導入によるコスト削減効果 

試験研究計画名：東北日本海側水田輪作 
研究代表機関名：青森県産業技術センター、農研機構東北農業研究センター 

 

研究成果の概要： 

 融雪水を用いて春期代かきを行った水田において、「まっしぐら」で、Ｖ溝播

種機を用いた乾田直播栽培を行った。その結果、苗立数は十分に確保し、その後

の生育も良好で、収量は 56.9kg／aで移植栽培以上の収量を確保した。60㎏当た

りの生産コストは 8,199 円となり、東北の平均水稲生産費（H24）に比して 42％

削減となった。 

研究成果の経済性： 

Ｖ溝播種機以外、機械の追加投資をそれほど必要としない低コスト体系である

とともに、極めて省力的で生産を行うことができる。また農閑期に代かきで整地

を行い、早い時期に播種を終えることができるので、収益性の高い大豆作、枝豆

作と両立する経営モデルを構築しうる。 

 

 

 
 

 

登熟 玄米

出芽揃 苗立数 草丈 茎数 出穂期 稈長 穂長 穂数 １穂 ㎡当たり 歩合 千粒重 重

区名 （月/日) （本/㎡) （㎝) （本/㎡) (月/日) （㎝) （㎝) （本/㎡) (粒) (×100粒) (%) (ｇ) (㎏/a)

Ｖ溝直播 5/31 203 53.7 602 8/10 72.6 18.4 439 64.6 284 82.3 25.1 56.9

慣行直播 5/27 207 55.2 554 8/11 68.1 17.2 350 52.8 185 88.7 24.0 37.8

移植栽培 － － 63.2 678 8/6 72.2 17.8 355 71.4 253 89.9 23.3 49.9

幼穂形成期 成熟期 籾数

試験結果 対東北平均

種苗費 308 12 296

肥料費 1,069 -16 1,085

農業薬剤費 849 -38 887

光熱動力費 32 -450 482

その他の諸材料費 4 -181 185

土地改良及び水利費 422 -120 542

賃借料及び料金 1,578 317 1,261

物件税及び公課諸負担 60 -153 213

建物費 10 -565 575

自動車費 24 -360 384

農機具費 1,116 -1,362 2,478

生産管理費 0 -44 44

労働費 579 -2,857 3,436

生産費 6,050 -5,523 11,573

資本利子 109 -394 503
地代 1,964 -54 2,018

全算入生産費 8,123 -5,971 14,094
目標に対する削減率（％） -
注　賃金は1,406円/hr（東北平均と同じ）とした。

Ｖ溝実証 東北平均
（H24年産）
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表１ Ｖ溝乾田直播栽培での生育と収量 

 
 

表２ 60 ㎏当たりの生産コスト（単位：円） 

 
 





研究成果名：ネギの越冬苗を用いた収益性の向上 
試験研究計画名：東北日本海側水田輪作 
研究代表機関名：秋田県農業試験場 

 

研究成果の概要： 
ネギの播種を前年の 10月中旬に早め、育苗容器である連結紙筒の 1穴当たり

株数を 1本として無加温ハウスで越冬育苗した大苗（越冬大苗）を 4月中旬に

定植すると、慣行（慣行小苗）の夏どり作型の 8月中旬収穫より 20日程度早

い、7月下旬から目標収量の 300kg／a を上回って収穫できる。 
 
研究成果の経済性： 
ネギの越冬大苗による作型は、慣行の夏どり作型に比べ粗収益が増加し、経

営費が減少することで所得が増大する。さらに、収穫期が慣行の夏どり作型よ

り 20日程度前進化することで、作付け面積の拡大と農家所得の向上に寄与でき

る。 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 1 越冬大苗による 7月収穫における収量 

図 1 越冬大苗の定植期の生育 

試験 調査日 試験区 収量

年度 地上部

重 2L L

(ｇ/株) (kg/a)

2014 7月25日 越冬大苗 214 449 93 7

越冬大苗 176 369 33 67

慣行小苗 - - - -

z
2.5～3.5葉に調製し60 cmで葉切り

y
2L：180 g以上，L：120 g以上180 g未満

（％）

比率

2015 7月21日

調製後
z

規格別
y

越冬大苗 慣行小苗



研究成果名：天候不順地域における飼料用乾燥稲わら調製技術 
試験研究計画名：東北日本海側水田輪作 
研究代表機関名：農研機構東北農業研究センター・秋田県畜産試験場・ 

山形県畜産試験場・弘前大学・三菱樹脂株式会社 
 

研究成果の概要： 
汎用コンバインによって圧砕される稲わらは刈り株上に排出されることで迅

速に乾燥が可能である。圧砕稲わらは家畜の粗飼料として慣行の乾燥稲わらと同

等の安全性を持ち、ブルーシートと比較して透湿防水機能を持つ乾っとシート®

（三菱樹脂）で被覆保管することによりウシの嗜好性が維持される。 
研究成果の経済性： 

乾っとシートを実際の経営に導入している事例では、掛かり増し経費は 1ロー

ル当たり 3、377 円である。乾っとシートは５年程度使用が可能であり、連続で

使用するとすればラッピングにかかる費用を下回る。不足する稲わらを購入する

ケースや余剰品を販売するケースでは乾っとシート導入により安価となる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

写真 1	 	 汎用コンバインによる圧砕稲ワラ排出、 
乾っとシートによる屋外保管および給与試験 

図 1	 	 乾っとシートで被覆保管された圧砕稲ワラの 
	 	 	 	 嗜好性試験 

汎用コンバインのクローラーで踏まれない 
刈り株上に圧砕された稲ワラを排出することで 
短期間で乾燥が可能となる。 

ブルーシートで保管された圧砕稲ワラよりも 
乾っとシートで保管された圧砕稲ワラの方が 
家畜の嗜好性が良い 



研究成果名：いもち病発生予察システムを利用した適期防除の実証 
試験研究計画名：東北日本海側水田輪作 
研究代表機関名：農研機構東北農業研究センター・秋田県農業試験場・青森産業技

術センター農林総合研究所・山形農業総合研究センター水田農業試験場・山形大

学・岩手県立大学 
 

研究成果の概要：  
東北日本海側３県の、過去の気象条件からイネいもち病発生リスクが比較的

低いと推定される地域の現地圃場において、いもち病発生予察システムを利用

した要否・適期判断に基づく無人ヘリによる効率的防除の有効性を検証した。

２年間３地域で計７事例の実証結果が得られ、概ね本システムの有効性が実証

された。 
研究成果の経済性：  
計７事例中５事例で、本システムの利用により適期防除や不要な防除の省略が

でき、収益向上したと考えられた。ただし予察システムの情報確認や圃場の発病

状況の確認、それらに基づく散布判断にかかるコスト（労力）は考慮しておらず、

無人ヘリ散布の機動性確保の問題とともに、現場適用の際にはこれらが課題とな

ると考えられる。 
 

表 イネいもち病発生予察システムを利用した適期防除の実証試験結果（概要） 




